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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

筆 者 ら は 、 HEMS(Home Energy Management 

System)の普及のための課題である「設置容易性

の確保」と「柔軟な省エネ制御」を解決する簡

易 HEMS「グリーンタップ」を提案し、開発を進

めてきた[1]。グリーンタップは、CPU を内蔵し

たインテリジェントタップ(以下、タップ)と、

小型省電力な環境センサとからなる。タップを

コンセントに接続し、環境センサを配置するだ

けの設置容易性と、タップに接続したすべての

家電を任意に制御可能な柔軟性とを備える省電

力プラットフォームを実現し、一般世帯での実

証実験にて平均 14%以上の省エネ効果を確認した。 

本稿では、プロジェクトの全体像ならびに主

な成果について述べる。 

 

２２２２．．．．プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの全体全体全体全体像像像像    

本プロジェクトでは、設置容易性の確保と柔

軟な省エネ制御の実現を目指し、ハードウェア

から利用者向けアプリケーションと多岐にわた

る 5 つの要素技術を開発した(図 1)。 

 

【インテリジェントタップ】
・内蔵CPUにて省電力制御ルールを実行
・ソケットごとの電力計測とスイッチ制御が可能

①タップ型HEMS装置 接続した家電を
自動的に特定

③機器特定技術

ZigBee
ZigBee ※

無線LAN

無線LAN

・ソケット/家電ごとの電力見える化
・省エネ制御ルールの登録・編集

（①～⑤：対応する要素技術）②省電力環境センサ

【リモコンノード】
タップからの指示で
家電をリモコン制御

複数ルール同時動作
ルール１：不在時オフ
ルール２：10:00-13:00オフ
ルール３：照度が300lx以下ならオフ

④ルールフレームワーク

⑤可視化AP

４種のセンサを搭載し、小型電池で
１年以上駆動

 
図 1 システムイメージと開発項目 

 

【設置容易性】 

①タップ型 HEMS 装置 

  ･･･家電をソケットに接続するだけ 

  ･･･タップ自体も省電力動作 

②省電力環境センサ 

  ･･･省電力化による電池交換の手間軽減 

③機器特定技術 

  ･･･タップに挿した家電を自動で認識 

【柔軟な省エネ制御】 

 ④ルールフレームワーク 

   ･･･省エネ制御ルールを複数同時に動作 

 ⑤可視化 AP 

   ･･･ソケット毎の電力見える化 

 

プロジェクトは次の 3 つのフェーズに区切り、

それぞれに成果目標を設定して段階的に実現し

た(図 2)。 

 

A4サイズ、消費電力5W程度 A4サイズ以下、消費電力2W程度

①タップ型HEMS装置

照度センサ 人感センサ

風速センサ

温度センサ
湿度センサ
加速度センサ

ボタン電池で一ヶ月駆動 ボタン電池で半年駆動

２口ソケット、消費電力1W

②省電力環境センサ

ボタン電池で１年駆動

第１フェーズ 第３フェーズ第２フェーズ

温度センサ
湿度センサ

照度センサ

人感センサ

③機器特定技術

④ルールフレームワーク

⑤可視化AP

290mm

アルゴリズム設計 開発・評価

実証実験動作検証用テストルール開発 ルールフレームワーク化

消費電力見える化 節約電力見える化

基本動作の確立 要素技術確立、性能検証 実用化改良、一般世帯での検証

D：50mm x W：45mm  x H：33.5mm(突起物除く) D：40mm x W：38mm  x H：23.5mm(突起物除く) D：41mm x W：38mm  x H：23.5mm(突起物除く)

167mm

250mm
85mm

153mm

80mm

 
図 2 各フェーズの成果 

 

【第 1 フェーズ：基本動作の確立】 

タップ内 CPU にてセンサ情報に基づいた省

エネ制御ルールが駆動することにより、家電

の電源を ON/OFF 制御可能 

【第 2 フェーズ：要素技術確立と性能検証】 

各要素技術をブラッシュアップし、家屋で

の具体的な省エネ効果として本技術未使用時

比で 10%以上の効果を確認 

【第 3 フェーズ：実用化改良と一般世帯実証】 

一般世帯の実生活環境において、昨年度の

評価環境と同等の省エネ効果を確認 

 

 なお、第 3 フェーズの実証実験に際して、世

帯毎に所有家電や生活シーンが異なることによ

る省エネ効果の増減も確認するため、一般世帯

モデルを独自アンケートにより調査・定義した
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上で実施した [2]。 

 

３３３３．．．．各要素技術各要素技術各要素技術各要素技術のののの成果概要成果概要成果概要成果概要    

2.に示した各要素技術の成果概要を述べる。 

①タップ型 HEMS 装置 

基本動作である省エネ制御ルールの駆動とリ

レースイッチのオン/オフ制御は第 1 フェーズに

て実現した。並行して、小型省電力化のために

適切な部品の調査選定とそれらを用いた試作を

重ね、フェーズ毎に消費電力 5W 程度/台、2W 程

度/台と改善し、最終フェーズでは目標とした A4

サイズ以下、消費電力 1W/台を実現した。 

②省電力環境センサ 

センサ素子、回路設計、通信方式(予測方式)

の各段階で省電力化を進め、第 2 フェーズ終了

時でボタン電池による半年駆動を実現した。そ

の後、動作シーケンス(タイミング)最適化改良

により 1 年駆動を実現した [3]。 

③機器特定技術 

タップ内の限られたリソースで家電機器を特

定するため、1 波(1/60 秒)の電気的特性(例：冷

蔵庫はコンプレッサの影響で電流電圧の位相ず

れが発生 など)から、23 種類 73 機種の家電機器

を 95%程度の精度で特定できる、組み込み型機器

特定技術を実現した[4]。 

④ルールフレームワーク 

 省エネ制御ルールを一般ユーザが利用しやす

く、かつ、着実な省エネ効果を得られるよう、

次の特徴を持つフレームワークを実現した。 

・シンプルな if-then 形式で登録 

- If(条件部)には、センサ情報、タイマー、 

電力値を設定 

- Then(操作実行部)は、電源のオン/オフ 

 制御やリモコン制御を設定 

・複数のルールを組み合わせて実行可能 

⑤可視化 AP 

消費電力、電気料金(簡易計算)、CO2 排出量

(簡易計算)、適用中の省エネ制御ルール、省エ

ネ制御ルールによって節約した電力、センサ情

報を GUI にて表示する Windows アプリケーショ

ンを開発した(図 3)。また、省エネ制御ルールは

UI 上で編集・登録可能とした。 

家電単位の消費電力

消費電力、ＣＯ２排出量、
電気料金

タップ単位の消費電力

図 3 可視化 AP 

 

４４４４．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに    

一般家庭へ置くだけで簡単に省エネ可能な簡

易 HEMS「グリーンタップ」の実現により、HEMS

の普及障壁を解消できたと考える。今後、実用

化に向けて広域・多数のフィールドテストを実

施し、地域特性や季節特性などへの対応をする

とともに、運用・装置コスト低減のためのさら

なる改良を進めていく。 
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